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市税
25 億 9,061 万円（11.4%）

市税
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繰越金
4 億 8,353 万円
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県支出金
13 億 9,578 万円（6.2%）
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13 億 9,578 万円（6.2%）

地方交付税
82 億 9,882 万円（36.7%）
地方交付税
82 億 9,882 万円（36.7%）

使用料及び手数料
2 億 4,162 万円（1.1%）
使用料及び手数料

2 億 4,162 万円（1.1%）
国庫支出金
54 億 4,711 万円
　　　　　　（24.1%）
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市債
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交付金等
9 億 4,108 万円（4.1%）
交付金等
9 億 4,108 万円（4.1%）

その他
7 億 2,452 万円（3.2%）

その他
7 億 2,452 万円（3.2%）

災害復旧費
1 億 7,748 万円（0.8%）
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民生費
61 億 7,527 万円
　　　　（27.8%）
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総務費
55 億 1,015 万円
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総務費
55 億 1,015 万円
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教育費
17 億 6,086 万円
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教育費
17 億 6,086 万円
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議会費
1 億 3,777 万円（0.6%）
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1 億 3,777 万円（0.6%）

衛生費
21 億 5,712 万円

（9.7%）

衛生費
21 億 5,712 万円

（9.7%）

農林水産業費
8 億 3,748 万円（3.8%）

農林水産業費
8 億 3,748 万円（3.8%）

商工費
7 億 3,918 万円（3.3%）
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7 億 3,918 万円（3.3%）

土木費
10 億 1,851 万円（4.6%）
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消防費
12 億 2,491 万円（5.5%）
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公債費
24 億 6,484 万円（11.1%）
公債費
24 億 6,484 万円（11.1%）

歳 出
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歳 入
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（前年対比：約 17.0％増）（前年対比：約 19.6%増） 分担金及び負担金
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分担金及び負担金
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財
源
で
は
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繰
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金
や
繰
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金
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大
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く
前
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べ
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災
害
復
旧
費
は
減
少
し
た
も
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通
建
設
事
業
費
等
が
増
加
し
た
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と
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り
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ
約

１
７
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０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計　
歳
出

【歳入】
▶自主財源…市が自ら収納、
徴収できる財源のこと
▶依存財源…国・県の基準に
より定められた額を交付され
たり、割り当てられたりする
財源のこと
▶地方交付税…所得税等、国
税の一部から地域にかかわら
ず、一定の行政サービスを提
供できるよう国から配分され
るお金　
▶国・県支出金…市が行う特
定の事業に対し国や県が交付
するお金　
▶交付金等…地方消費税交付
金、地方譲与税、ゴルフ場利
用税交付金、地方特例交付金、
配当割交付金等
▶市債…事業等を行うために
資金を外部から借りるお金

【歳出】
▶総務費…人事・企画・財政・
課税徴収・住民窓口・選挙・
統計事業等に使ったお金　
▶民生費…高齢者、障がい者、
児童福祉、生活保護など福祉
事業に使ったお金　
▶衛生費…予防接種や健診、
病院、ごみ処理など健康増進
や環境保全等に使ったお金
▶教育費…幼稚園や学校教
育、文化財保存、生涯学習等
の教育全般に使ったお金
▶公債費…市債（市の借金）
を返済するために使ったお金

 【歳入】

 【歳出】

※（　）内は構成比

一
般
会
計

に
な
る
宇
陀
市
の
財お

さ
い
ふ政

気

　
歳
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し
引
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果
、
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り
、
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昨年
は、 黒字？赤字？

一
般
会
計　
歳
入

気 になる宇陀市の財政

※金額の記載は全て表示単位未満で端数処理しています

会　計　名 歳　入 歳　出 差引額
住宅新築資金等貸付事業 2,114 万円 2 億 9,246 万円 △ 2 億 7,132 万円
霊苑事業 1,138 万円 1,032 万円 106 万円
国民健康保険事業（事業勘定） 37 億 6,656 万円 37 億 4,352 万円 2,304 万円
　　〃　　　（診療施設勘定） 8,844 万円 8,296 万円 548 万円
介護保険事業 42 億 9,391 万円 41 億 9,308 万円 1 億 83 万円
土地取得事業 2,184 万円 2,184 万円 0 円
後期高齢者医療事業 5 億 4,526 万円 5 億 4,414 万円 112 万円

特別会計合計
（　）は前年度決算額

87 億 4,853 万円
(99 億 2,696 万円 )

88 億 8,832 万円
（99億8,648万円）

△ 1 億 3,979 万円
( △ 5,952 万円 )

収益　10 億 4,541 万円 費用　10 億 3,942 万円

営 業 収 益 5 億 8,870 万円
営 業 費 用 9 億 7,003 万円

給 与 費 8,758 万円
県水受水費 1 億 9,076 万円

給水収益 5 億 8,830 万円 減価償却費 5 億 2,550 万円
その他 40 万円 そ の 他 1 億 6,619 万円

営業外収益 4 億 5,671 万円 営業外費用 6,928 万円
特 別 利 益 0 円 特 別 損 失 11 万円

収益 38 億 125 万円 費用　37 億 4,843 万円

医 業 収 益 30 億 4,617 万円

医 業 費 用 35 億 5,654 万円
給 与 費 21 億 7,635 万円
材 料 費 4 億 7,628 万円
経 費 5 億 6,242 万円

入院収益 20 億 353 万円 減価償却費 3 億 1,421 万円
外来収益 8 億 9,228 万円 資産減耗費 1,530 万円
そ の 他 1 億 5,036 万円 研究研修費等 1,198 万円

医業外収益  7 億 3,619 万円 医業外費用 1 億 7,300 万円
特 別 利 益 1,889 万円 特 別 損 失 1,889 万円

収益　5 億 537 万円 費用　5 億 1,557 万円

事 業 収 益 4 億 8,341 万円
事 業 費 用 4 億 9,177 万円

給 与 費  3 億 4,599 万円
材 料 費 3,851 万円

介護報酬収益 4 億 1,225 万円 経 費 等 8,596 万円
施設利用料収益 7,059 万円 減価償却費 2,105 万円
そ の 他 57 万円 資産減耗費 26 万円

事業外収益 1,821 万円 事業外費用 2,005 万円
特 別 利 益 375 万円 特 別 損 失 375 万円

収益　1 億 6,946 万円 費用　4,650 万円

営業外収益 1 億 6,946 万円
営 業 費 用 4,125 万円

減価償却費 3,989 万円
資産減耗費 136 万円

一般会計補助金 1 億 4,739 万円 営業外費用 525 万円
指定管理者納付金 2,000 万円 支払利息等 99 万円
雑収益等 207 万円 雑 支 出 426 万円

　令和 2 年度の給水件数は 10,726 件で、年間有収水量は
2,408,929㎥でした。
　給水区域内において水道未普及地域解消事業として給配
水管の布設工事を行っています。
　また、収支差引は 599 万円の黒字決算となりました。

 水道事業

　平成 22 年 10 月 1 日より指定管理者による経営に移行
し、令和 2 年度中も指定管理による経営となりました。
　また、収支差引は、指定管理者からの納付金と一般会計
からの補助金を受け、１億 2,296 万円の黒字決算となり、
その一部を一時借入金の返済に充当しました。

 美榛苑事業

　令和 2 年度の入院患者数は、延べ 46,834 人（1 日平均
128 人）、外来患者数は、延べ 86,066 人（1 日平均 354 人）
でした。
　また、収支差引は 5,282 万円の純利益となりました。

 市立病院事業

　令和 2 年度の入所者数（短期入所者を含む）は延べ
33,575 人（１日平均 92.0 人）、通所者数は延べ 3,219
人（１日平均 13.2 人）となりました。
　また、収支差引は 1,020 万円の純損失となりました。

 介護老人保健施設事業
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で
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。
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。

特
別
会
計

― 令和2年度 ―決 算 報 告
令
和
2
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が

市
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
や
負
担
金
、
国
県
か
ら
の
補

助
金
が
ど
の
程
度
で
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

収益　7 億 8144 万円 費用　7 億 6,831 万円

営 業 収 益 2 億 3,748 万円
営 業 費 用 6 億 9,484 万円

給 与 費 2,862 万円
維持管理経費 1 億 4,823 万円

下水道使用料 2 億 2,230 万円 減価償却費 4 億 9,448 万円
その他 1,518 万円 そ の 他 2,351 万円

営業外収益 5 億 4,396 万円 営業外費用 6,488 万円
特 別 利 益 0 円 特 別 損 失 859 万円

　令和 2 年度の年間有収水量は 1,748,573㎥でした。
　榛原天満台地内で老朽化した下水道管路の更生工事を
行っています。
　また、収支差引は 1,313 万円の黒字決算となりました。

 下水道事業

企 業 会 計 　公営企業は、民間企業のように利用料金等を財源に、公共の利益を目的に経営す
る事業で、市では次の５つの公営企業会計を運営しています。
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財
政
力
指
数

▼
自
主
的
な
収
入
だ
け
で
、
ど
れ
だ

け
賄
え
る
か
？

　
市
の
人
口
や
面
積
、
税
収

な
ど
に
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じ
、
国
が
定
め
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方
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で
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算
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、
そ
の
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の
基
準
的
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バ
ラ
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ス
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政
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体
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す
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て
い
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年
度
に
比
べ
て
１
．２
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率

▼
財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
様
々
な

状
況
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
か
？

　
市
税
、
普
通
交
付
税
な
ど

の
経
常
的
な
収
入
の
う
ち
、

人
件
費
や
公
債
費
、
扶
助
費

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

へ
充
て
た
割
合
。

　
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ

ど
投
資
的
事
業
（
道
路
や
公

共
施
設
の
整
備
な
ど
）に
充

て
る
お
金
が
不
足
し
、
財
政

に
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
は
、
収
入
で
は
地

方
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
が
減
少

し
た
も
の
の
普
通
交
付
税
や
地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
加
し
、
支
出

に
お
い
て
は
人
件
費
や
公
債
費
が

減
少
し
た
こ
と
か
ら
昨
年
度
に
比

べ
て
６
．
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。

種類 指標名 指標の概要 令和 2 年度の宇陀市の決算数値
※宇陀市における早期健全化基準（イエローカード）・財政再生基準（レッドカード）

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
標準財政規模に対する一般会計、特別会計（住
宅新築資金等貸付事業・霊苑事業・土地取得
事業）の赤字額の比率

▲ 1.17％【黒字】（黒字額は、対前年度比 0.47 ポイント減少）
　※（イエローカード）13.16％、（レッドカード）20.0％

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する全会計（一般会計・特
別会計・企業会計）の赤字額の比率

▲ 18.44％【黒字】（黒字額は、対前年度比 0.60 ポイント減少）
　※（イエローカード）18.16％、（レッドカード）30.0％

実質公債費比率 標準財政規模に対する当該年度の借入金（借
金）の返済額等の比率で 3 か年平均

13.4％で健全化基準をクリア。（対前年度比 1.0 ポイント改善）
※（イエローカード）25.0％、（レッドカード）35.0％

将来負担比率
標準財政規模に対する負担すべき将来の債務

（全会計・一部事務組合の負担義務のある残
債、土地開発公社の債務保証、負担義務のあ
る職員退職金等）の比率

108.6％で健全化基準をクリア。（対前年度比 16.1 ポイント改善）
　※（イエローカード）350.0％　

公
営
企
業

資金不足比率 各会計における事業の規模に
対する資金の不足額の比率 各公営企業会計について資金不足は生じていません。

　財政健全化判断比率とは、住民に向けて財政状況を公表するために設定された全国統一の指標で、市議会への
報告も義務付けられており、指標の内容によっては財政上の制約や健全化計画を策定、実行する必要があります。
　各指標の「早期健全化基準」、「財政再生基準」については、いずれの数値についても、より小さいほうが財政
的に良好であると言えます。「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」については、黒字の場合は「▲」で表示さ
れます。公営企業については、「資金不足」が生じていないことが最良です。

 財政健全化
 判断比率

　
予
期
し
な
い
収
入
減
や
不

時
の
支
出
増
加
に
備
え
る
財

政
調
整
基
金
の
残
高
が
市
の

標
準
的
な
財
政
規
模
（
標
準

的
な
一
般
財
源
の
収
入
額
）

に
対
し
て
ど
の
程
度
の
比
率

を
保
有
し
て
い
る
か
を
示
す

割
合
で
す
。

R2 年度　97.0％
（R 元年度類似団体平均　93.7％）

R2 年度　0.29
（R 元年度類似団体平均　0.40）

宇陀市の市債 ( 借金 ) 残高
　　　　　はどれくらい？

合計 347 億 7,029 万円

主な内訳
▶一般会計……　　243 億 537 万円
▶下水道事業……  38 億 6,076 万円
▶水道事業………  32 億 5,133 万円
▶市立病院事業…  28 億 9,871 万円
▶介護老人保健施設事業
　　　　　 ………   4 億 3,889 万円

R2 年度　15.1％
（一般に 10％程度が望ましい）

前年度より
約 8億円減少！

標準財政規模とは、市が
標準的な状態で通常収入
が見込まれる一般財源の
規模のこと

　

収
支
で
は
、
経
常
的
な
収
入
（
例
え
ば
、
給
料
）
で
経
常
的
な

支
出
（
例
え
ば
、
生
活
費
）
が
ま
か
な
え
て
い
る
か
？
【
＝
経
常

収
支
比
率
・
財
政
力
指
数
】、
会
計
が
赤
字
に
な
っ
て
い
な
い
か
？

【
＝
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
】、
借
入
（
例
え
ば
、

毎
年
の
ロ
ー
ン
返
済
や
残
高
）
が
多
す
ぎ
な
い
か
？
【
＝
実
質
公

債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
】
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　財政状況は、様々な
指標から見ることで初め
て分かります。
　家計と同じで収支（資
金繰り）と借入に注目す
ることが重要です。

宇陀市
県平均

（％）
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 経常収支比率の推移
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 職員数の推移
※各年度 4月 1日時点の数値
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( 億円 )
50.21
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 基金残高の推移

41.26

 市債残高の推移 経常収支比率の推移
（億円）

H28 H29 R1 R2H18

 市債残高の推移

H30

511.14

347.70
387.63

普通会計特別会計企業会計

376.82

0

200

400

600

367.73 355.43

 基金残高の推移  職員数の推移

施設の長寿命化や利用者の安全確保のた
め、菟田野人権交流センターの改修を行い
４月より宇陀市人権交流センターとしてリ
ニューアルオープンしました。

就学前の教育・保育の充実のため、菟田
野こども園を新設しました。

菟
田
野
こ
ど
も
園

建
設
事
業

決算額
   4 億 3,836 万円

決算額
  4 億 8,589 万円

主にこんな事業に取り

組んだよ

菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修
事
業

※各年度 4 月 1 日時点の数値

※ R2 年度県平均値は、
　作成時点で未公表

地域経済の活性化やにぎわいの創出を目的
に、空き家や空き店舗を活用し起業等を行
う事業者に対し補助を行いました。

大規模災害等の発生に備えた避難所の整
備強化や備蓄品の購入および新型コロナ
ウイルス感染症対策を目的として、衛生
環境用品を整備しました。

避
難
所
等
安
全
・
安
心

確
保
事
業

決算額
   2,938 万円

決算額
  　　2,487 万円

空
き
家
活
用
推
進
・
空
き
店

舗
改
修
補
助
金
事
業

GIGA スクール構想に基づき小中学校の児
童生徒に 1 人 1 台端末を配置し、それらを
快適に使うために小中学校に高速大容量の
通信ネットワーク等を整備しました。

大宇陀南部地域の安定した農業用水およ
び生活用水を確保するために老朽化した
計装設備の更新を行いました。

宮
奥
ダ
ム
計
装
設
備

更
新
事
業

決算額
   2 億 2,319 万円

決算額
  1 億 9,033 万円

小
中
学
校
情
報
機
器
・
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

※どの利用者登録窓口で登
録しても、下記の施設は空
き状況の照会や仮予約が可
能です。（仮予約について
は一部の施設や部屋を除き
ます。）

公共施設予約システムが
生まれ変わります

宇陀市公共施設予約システムをご利用の皆さんへ

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／ IP ☎ 88・9083）

新たな利用者登録が必要です！
　令和４年３月１日（火）からの公共施設利用について、現行のシステ
ムから奈良電子自治体共同運営システム「e 古都なら」が運営する「施
設予約システム」へ変更されます。
　これに伴い、現行の「宇陀市公共施設予約システム」の使用は令和 4
年 2 月 28 日（月）までの利用予約となりますので、ご注意ください。
　また、新予約システムを利用するには、新たに利用者登録が必要です。
11 月 1 日（月）より左ページに掲載の予約システム利用者登録窓口に
て利用者登録の受付を行います。
　新予約システムの仮予約開始は、３か月前（12 月 1 日～）または、２
か月前（令和４年１月４日～）となります。

利用の流れ
●まず、利用者登録が必要です。申請書は施設窓口でお渡しします。
　利用者登録をされるご本人が、利用者登録窓口でマイナンバーカードや運 
転免許証など本人確認ができるものをお示しのうえ、登録してください。
●利用者登録証を交付しますので、保管してください。
　※旧システムでの登録（利用者 ID）は使用できません。

●インターネットに繋がるご自宅のパソコンやスマートフォン、各施設の一般
用パソコンで、施設の空き状況の照会や仮予約をしてください。

●平成榛原子供のもり公園と室生オートキャンプ場は予約状況の参照のみ可能
です。予約申請については施設に直接お問い合わせください。

●本予約申請窓口で利用者登録証を持参のうえ、手続きを行ってください。
　※使用料の減免申請および使用料の納付方法については、各本予約申請窓口に
お問い合わせください。
●手続き完了後、施設の利用許可書を発行します。

システムでの予約は仮予約です。仮予約を行った日を含めて 7 日以内に窓口で本
予約申請を行ってください。

●施設の利用許可書をご持参のうえ、施設をご利用ください。

大宇陀地域 中央公民館（大宇陀分館）・文化会館

菟田野地域 菟田野地域事務所地域市民課・菟田野分館

榛原地域 【市役所内】生涯学習課、地域振興課、公園課、農林課・大和富士ホール・総合体育館・
榛原総合センター・室内温水プール

室生地域 室生地域事務所地域市民課・室生振興センター

◆予約システム利用者登録窓口

◆予約システムで空き状況の照会や仮予約のできる施設
施設名 お問合せ先

予約システムで可能な手続 予約システ
ムによる仮
予約開始日

予約システム利用者登録・ 
本予約申請窓口空き状況の照会 仮予約

大 
宇 
陀

文化会館 83-0977 ○
△

かぎろひホール・
展示ホールは不可

３か月前 文化会館

中央公民館（大宇陀分館） 83-0551 ○ △
大ホールは不可 ２か月前

中央公民館（大宇陀分館）・総合体育
館・室内温水プール・教育委員会生
涯学習課（市役所内）

大宇陀運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

大宇陀体育館 82-3975 ○ ○ ２か月前

菟 
田 
野

菟田野分館 84-3521 ○
△

いきいきホール
は不可

２か月前 菟田野分館・総合体育館・室内温水
プール・教育委員会生涯学習課（市
役所内）菟田野運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

菟田野農村環境改善センター 
「農林センター」 82-3679 ○ ○ ２か月前 農林課（市役所内）・菟田野地域事務

所地域市民課

榛  
原

榛原運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

榛原総合センター（榛原分館）・大和
富士ホール・総合体育館・室内温水
プール・教育委員会生涯学習課（市
役所内）

内牧運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

榛原体育センター 82-3975 ○ ○ ２か月前

大和富士ホール 82-8135 ○ ○ ２か月前

榛原総合センター（榛原分館） 82-3377 ○ ○ ２か月前

伊那佐体育館 82-3975 ○ ○ ２か月前

総合運動場 82-6561 ○ ○ ２か月前
総合体育館・室内温水プール・教育
委員会生涯学習課（市役所内）総合体育館 82-6561 ○ ○ ２か月前

榛原グリーンテニスコート 82-2200 ○ ○ ２か月前

農村環境改善センター「農林会館」 82-3679 ○ ○ ２か月前
農林課（市役所内）基幹集落センター

「たかぎふるさと館」 82-3679 ○ ○ ２か月前

平成榛原子供のもり公園 82-7411 ○ × ３か月前 平成榛原子供のもり公園

天満台公園 82-3674 ○ ○ ３か月前

公園課（市役所内）榛原フレンドパーク 82-3674 ○ ○ ３か月前

榛原ふれあい広場 82-3674 ○ ○ ３か月前

室  
生

室生運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前 室生振興センター・総合体育館・室
内温水プール・教育委員会生涯学習
課（市役所内）

室生農林トレーニングセンター 82-3975 ○ ○ ２か月前

室生振興センター ( 室生分館） 92-2496 ○ ○ ２か月前

室生屋内山村広場「やまなみドーム」 92-2009 ○ ○ ２か月前 地域振興課（市役所内）・室生地域事
務所地域市民課室生オートキャンプ場 92-2001 ○ × ３か月前

●いずれの施設も利用日の９日前からは予約システムによる仮予約はできません。直接窓口にお申し込みください。
●午前０時から午前９時までは、空き状況の照会のみとなり、仮予約をすることはできません。
● 12 月 29 日から１月３日までは、終日空き状況の照会のみとなり、仮予約をすることはできません。
●システム保守などのため、臨時にサービスを停止する場合があります。
●施設の利用方法や休館日等については、掲載の電話番号にお問い合わせください。
●仮予約を行った日を含めて７日以内に本予約をお願いします。（原則、仮予約は一週間後に自動消去されます。）

◆ご注意ください
○：可　△：一部不可　×：不可

公共施設予約システムには、e 古都ならホームページから
アクセスできます（http://www.egov-nara.jp/e-kotonara/)

1 利用者登録

2 インターネット
で空き状況の
照会・仮予約

3 窓口で
本予約申請

4 施設の利用

施設予約システムでは、午前９時から仮予約を受け付けていますが、本予約申請窓口で直接申請される場合は、
午前８時30分から受け付けています。受付開始時刻に30分間の時間差が設けてありますので、ご注意ください。

予約に関するお問い合わせは、次ページ
の各施設にお願いします。

広報 うだ　2021年11月号 広報 うだ　2021年11月号 1011
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食
欲
の
秋
。
味
覚
の
秋

で
す
。
美
味
し
い
手

話
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

食
べ
方
も
工
夫
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
♪

さつまいも

両手でさつまいもを折るしぐさ

右こぶしで、あごをこするよ
うに 2 回下ろす。

なし

左の丸めた指先に右指先をつけて
2 方向に下ろす（皮をむく様子）

栗

丸めた左５指の指先に右人差
し指の先をあて、跳ね上げる

みかんぶどう

左手のひらにあてた右 5
指をねじりながら下ろす

市
へ
提
出
さ
れ
る
申
請
書
等
の

　
　
　
　
　
　
を
省
略
し
ま
す

押
印

問
総
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

推
進
し
ま
す
！

　
　
　
ハ
ン
コ
レ
ス
！

　
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
が
推
進
し
て
い
る

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
見
据
え
、
皆

さ
ん
が
提
出
す
る
際
に
押
印
を
求
め
て
い
る

申
請
書
等
の
手
続
き
、
約
１
，
５
０
０
件
か

ら
押
印
を
省
略
し
ま
す
。

　
今
後
も
国
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
ハ
ン
コ

レ
ス
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
開
始
日
】
11
月
１
日
（
月
）
か
ら

【
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
き
例
】

　
・
各
種
補
助
金
の
交
付
申
請
書

　
・
各
施
設
の
利
用
申
請
書
　
な
ど

　
本
人
確
認
の
た
め
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
の

ご
提
示
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
の
詳
細
は
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
、

押
印
を
必
要
と
す
る
手
続
な
ど
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

押
印
不
要

▶
出
前
教
室
の
様
子

【
各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

■
大
宇
陀　
中
井
陽
子
・
柳
本
豊
一

■
菟
田
野　
峯
畑
忠
郎
・
堀
山
容
志
子

■
榛
原　

 

諏
訪
江
津
子
・
田
中
三
彦

■
室
生　
酒
井
靖
志
・
井
上
恭
子

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
方
た
ち
で
す
。

　
各
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人

権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
、
人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
や
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
、
８
人
の

委
員
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
、
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。（
相
談
日
は
Ｐ
31
に
掲
載
）

あ
な
た
の
ま
ち
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
人
権
推
進
課
（
☎
82
・
２
１
４
７
／
IP
☎
88
・
９
０
７
７
）

学
校
適
正
化
推
進
委
員
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

　

小
中
学
校
の
小
規
模
化
が
進
む
中
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
共
に

考
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）】

① �

市
内
に
在
住
す
る
満
15
歳
以
下
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者

② 

市
職
員
お
よ
び
議
会
議
員
で
な
い
方

【
募
集
人
数
】
４
人

【
活
動
期
間
】
令
和
４
年
１
月
か
ら
任
期

２
年

【
報
酬
】
あ
り
（
市
の
規
定
に
よ
る
）

【
応
募
締
切
】
11
月
30
日
（
火
）
必
着

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
（
問
で
配
布

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
郵
送
、

持
参
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
問
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

メ
ー
ル
　kyouikusoumu@city.uda.lg.jp

人
権
出
前
教
室
を
開
催

　
９
月
16
日
（
木
）、
榛
原
東
小
学
校
で

「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
人
権
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
ス

マ
ホ
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
伝
え
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
話
を
聞

き
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
接
種
の
お
知
ら
せ

宇
陀
市
の
接
種
率（
２
回
目
）は
79
％

（
10
月
16
日
現
在
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ

Ｒ
Ｓ
）
の
記
録
を
集
計
し
た
も
の
）

　
市
総
合
体
育
館
で
実
施
し
て
い
た
集
団
接
種
は

10
月
16
日
（
土
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

12
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
の

　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
12
歳
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
誕
生
日
を
迎
え
た
翌
月
に
接
種
券
お
よ
び
接
種

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
接
種
券
が
届
か
な
い
場

合
は
、
宇
陀
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

室
（
☎
96
・
９
０
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
12
歳
以
上
の
対
象
者
で
、
12
月
末
ま
で
の
接
種

を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
１
月
以
降
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
状
況
に
応
じ
て
接
種
時
期
を
案
内
し
ま

す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問�
健
康
増
進
課　

　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら➡

問
農
林
課
（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

　
林
業
の
魅
力
や
林
業
に
携
わ
る
人
々
の
情

報
を
、
写
真
や
動
画
に
よ
り
広
く
発
信
す
る

こ
と
で
宇
陀
市
の
林
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、

宇
陀
市
産
材
の
P
R
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
公
式
林
業

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
林
業
協
力
隊
員
の
林
業
ガ
ー
ル

r
i
n
r
i
n
さ
ん
が
、
宇
陀
市
の
林
業
の

魅
力
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
フ
ォ

ロ
ー
お
願
い
し
ま
す
。

宇
陀
市
林
業
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
開
設

うだの森
アカウント：uda_rinrin

rinrin さんの日々の活
動もアップされます！
お楽しみに！

コチラからフォロー
お願いします。第 16 回
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